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第
１
６
７
回
拡
大
地
方
委
員
会
を
開
催

菊

池

書

記

長

が

集

約

答

弁

拡
大
地
方
委
員
会
は
、
水
戸

支
社
３
階
付
属
会
議
室
で
開
催

さ
れ
、
塙
副
委
員
長
の
開
会
あ

い
さ
つ
で
始
ま
り
、
議
長
に
高

木
稔
地
方
委
員
（
平
１
）
を
選

出
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

委
員
会
で
大
和
田
委
員
長
は
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
甚

大
な
被
害
を
受
け
組
合
員
の
犠

牲
、
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
な

ど
現
在
も
大
変
な
生
活
が
強
い

ら
れ
、
引
き
続
き
労
働
組
合
と

し
て
取
り
組
み
強
化
を
図
っ
て

行
き
ま
す
。
国
鉄
闘
争
は
「
苦

渋
の
決
断
」
で
終
結
し
、
今
後

「第１６７回拡大地方委員会で確認された闘いの展開」

①各級機関は、今地方委員会で決定した当面する方針の徹底と闘う体制の

確立に向け、集会・オルグなど創意工夫した取り組みを強化する。

②２０１２年春闘に勝利に向けた、学習・交流会の開催、共闘の諸課題を

結合し、ストライキを含むあらゆる戦術に対応できる体制強化を図ると

ともに地域からの春闘を強化します。

③労働条件改善・権利確立を勝ち取るため、「職場総点検運動」を強化し

ます。

④「検修部門外注化」「設備メンテ見直し」「駅業務の在り方」などの合

理化事案に対し、合理化の解明及び検証を強化し、改善・見直しに向け

た職場からの運動と団体交渉を強化します。

⑤「原発いらない！３．１１福島県民大集会」への最大限の取り組みと地

方本部「脱原発学習会」を4月８日に開催します。

⑥第９回職場活動家交流会を6月１０日に階差します。

⑦組織対策会議と組織対策委員会を強化し、新規採用者対策に全力をあげ

ます。

⑧分会・班活動を強化し、「組織拡大強化期間」での集中した組織拡大に

全力をあげることとします。また、組織拡大経験者交流会を5月に開催

します。

⑨護憲・平和と民主主義擁護の政治的諸課題に全力をあげ、本年７月の参

議院選挙に勝利に向け全力で取り組むこととする。

は
組
織
強
化
・
拡
大
に
全
分
会
・

班
が
全
力
を
挙
げ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
昨
年
、
中
村
賢
太
郎
君
が

加
入
し
組
織
の
活
性
化
に
繋
が
っ

て
来
て
い
ま
す
。
中
村
君
自
身

も
組
織
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
委
員
会

で
活
発
な
討
論
を
通
し
、
新
採

獲
得
に
奮
闘
す
る
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た
。
委
員
会
の
討
論
で

は
、
福
島
原
発
事
故
問
題
や
合

理
化
施
策
、
人
事
・
賃
金
制
度
、

２
０
１
２
年
春
闘
な
ど
多
く
の

意
見
が
出
さ
れ
、
最
後
に
書
記

長
集
約
を
行
い
、
当
面
す
る
闘

争
方
針
を
確
立
し
拡
大
地
方
委

員
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

地 方 委 員 会 で 挨 拶 を 行 な う
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地
方
本
部
は
３
月
３
日
、
第
１
６
７
回
拡
大

地
方
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
委
員
会
は
、

第
63
回
定
期
大
会
以
降
の
運
動
を
検
証
し
、
新

た
な
課
題
に
つ
い
て
方
針
を
確
立
し
ま
し
た
。

国
労
は
昨
年
、
第
80
回
定
期
大
会
で
Ｊ
Ｒ
不

採
用
問
題
の
「
苦
渋
の
決
断
」
を
行
い
国
鉄
闘

争
を
終
結
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
一
年
が
経
と
う
す
る
な
か
、
福
島
第
一

原
発
事
は
依
然
と
し
て
収
束
を
見
せ
ず
、
多
く

の
組
合
員
は
未
だ
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
い
ま

す
。
そ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
組
織
に
と
っ
て

緊
急
か
つ
最
重
要
課
題
で
あ
る
組
織
強
化
・
拡

大
は
、
全
機
関
が
集
中
し
て
取
り
組
む
課
題
で

す
。
新
規
採
用
者
対
策
に
よ
る
組
織
加
入
や
、

現
職
者
の
復
帰
な
ど
の
取
り
組
み
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。

①
組
織
強
化
・
拡
大
は
「
緊
急
か

つ
最
重
要
課
題
」
で
、
全
分
会
が

組
織
対
策
委
員
会
を
設
置
し
、
実

践
に
向
け
た
体
制
作
り
が
重
要
で

す
。
昨
年
５
月
、
新
規
加
入
を
勝

ち
取
り
自
ら
も
組
織
拡
大
に
奮
闘

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
組
織
対
策

委
員
会
を
通
し
具
体
的
な
意
思
統

一
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
６

月
10
日
、
「
第
９
回
職
場
活
動
家

交
流
集
会
」
を
予
定
し
、
こ
れ
ま

で
を
「
組
織
拡
大
強
化
期
間
」
と

し
て
組
織
拡
大
に
全
力
を
挙
げ
て

行
き
ま
す
。

②
福
島
原
発
事
故
に
対
す
る
取
り

組
み
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
間

も
な
く
一
年
が
経
と
う
と
し
て
い

が
、
未
だ
原
発
事
故
は
収
束
せ
ず

被
害
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。
地
方

本
部
は
会
社
に
対
し
、
社
宅
を
含

む
施
設
や
線
路
、
車
両
な
ど
全
般

的
な
放
射
線
の
管
理
、
社
員
㊞
家

族
の
健
康
管
理
な
ど
安
全
・
安
心

な
環
境
を
確
保
す
る
よ
う
求
め
て

行
き
ま
す
。
ま
た
、
職
場
を
奪
わ

れ
単
身
赴
任
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
組
合
員
の
解
消
と
交
流
を
通

じ
情
報
の
共
有
化
を
図
り
ま
す
。

③
反
合
理
化
、
労
働
条
件
改
善
に

つ
い
て
、
「
グ
ル
ー
プ
会
社
と
一

体
と
な
っ
た
業
務
体
制
の
更
な
る

推
進
」
「
設
備
・
電
気
部
門
に
お

け
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
の
改
善
」

「
機
械
設
備
業
務
の
一
部
見
直
し

に
つ
い
て
」
「
駅
業
務
委
託
の
更

な
る
推
進
」
な
ど
、
安
全
・
安
定

輸
送
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
反
合
理
化
の
闘
を
強
化
し
て

行
き
ま
す
。

④
２
０
１
２
春
闘
は
、
大
企
業
が

内
部
留
保
を
積
み
上
げ
る
一
方
で
、

働
く
貧
困
層
を
拡
大
さ
せ
て
い
ま

す
。
内
部
留
保
を
活
用
し
勤
労
国

民
全
体
の
賃
上
げ
と
、
内
需
拡
大

で
景
気
回
復
を
図
る
こ
と
が
急
務

で
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
、
消
費

税
増
税
や
年
金
・
医
療
改
悪
阻
止
、

労
働
法
制
改
悪
反
対
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
転
換
、
脱
原
発
な
ど
国
民

的
課
題
と
共
に
闘
う
こ
と
が
求
め

れ
て
い
ま
す
。
地
方
本
部
は
４
月

８
日
、
２
０
１
２
春
闘
・
脱
原
発

学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

⑤
選
挙
闘
争
は
、
い
わ
き
市
議
会

議
員
選
挙
予
定
候
補
に
狩
野
光
昭

氏
を
推
薦
決
定
し
ま
し
た
。
当
選

に
向
け
必
勝
を
期
し
ま
す
。
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後
藤
道
弘
委
員
（
大
子
）

水
郡
線
保
線
科
は
、
国
労
組
合
員

の
仲
間
が
中
心
と
な
り
仕
事
を
廻
し

て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、

他
の
職
場
か
ら
異
動
が
あ
り
、
作
業

実
態
の
把
握
と
適
切
な
判
断
が
出
来

な
い
管
理
者
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
適
切
な
判
断
が
出
来
な
い

こ
と
か
ら
、
勤
務
時
間
管
理
が
曖
昧

に
な
っ
て
い
る
実
態
も
発
生
し
て
ま

す
。
ま
た
、
降
雪
時
の
作
業
配
置
も
曖
昧
で
一
人
作
業
の
指
示

や
、
休
憩
時
間
も
入
れ
ず
長
時
間
勤
務
を
強
い
ら
れ
た
実
態
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
に
分
会
運
動
の
状
況
報
告
で
す
が
、

分
会
は
執
行
委
員
会
等
も
含
め
苦
労
し
な
が
ら
集
ま
り
を
持
っ

て
い
ま
す
。
地
方
本
部
か
ら
提
起
さ
れ
て
い
る
組
織
拡
大
に
つ

い
て
は
全
力
で
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
と
し
ま
す
。

出
羽
正
明
委
員
（
水
戸
二
）

私
は
２
点
に
つ
い
て
発
言
し
討
論

に
参
加
し
ま
す
。

は
じ
め
に
春
闘
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。
生
活
実
態
は
年
々
厳
し
く
な
っ

て
来
る
現
状
で
、
今
春
闘
に
お
い
て

は
組
合
員
の
生
活
向
上
に
向
け
、
要

求
額
の
満
額
獲
得
に
向
け
、
ス
ト
ラ

イ
キ
を
持
っ
て
闘
う
体
制
の
確
立
を

本
部
に
強
く
求
め
て
頂
き
た
い
。
次

に
原
発
事
故
の
影
響
に
よ
り
、
い
わ
き
保
技
セ
か
ら
水
戸
保
技

セ
へ
異
動
し
８
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
ま
た
、
仙
台
か
ら
原

ノ
町
派
出
に
戻
っ
て
来
た
組
合
員
い
ま
す
。
作
業
実
態
は
作
業

が
発
生
す
る
都
度
、
い
わ
き
保
技
セ
か
ら
長
時
間
か
け
現
場
対

応
。
水
戸
保
技
セ
（
原
ノ
町
在
住
者
）
か
ら
原
ノ
町
派
出
へ
異

動
さ
せ
れ
ば
対
応
可
能
と
な
る
。
水
戸
か
ら
の
帰
宅
に
つ
い
て

検
討
す
る
よ
う
会
社
へ
要
請
し
て
欲
し
い
。

橘

弘
之
委
員
（
水
戸
二
）

東
鉄
工
業
へ
７
年
間
出
向
し
、
３

月
１
日
付
で
土
浦
保
技
セ
友
部
派
出

に
異
動
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
復
帰
を
希

望
し
苦
情
処
理
申
告
を
何
度
も
行
い
、

不
当
性
を
訴
え
て
来
ま
し
た
。
引
き

続
き
出
向
さ
れ
て
い
る
組
合
員
へ
復

帰
を
求
め
る
闘
い
を
強
化
し
て
欲
し

い
。
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
の
教
育
・
育

成
は
、
資
格
を
取
得
し
て
も
移
動
が

発
生
し
て
し
ま
い
、
Ｊ
Ｒ
出
向
者
が
始
め
か
ら
教
え
る
実
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
出
向
者
の
Ｊ
Ｒ
復
帰
は
常
に
後
回

し
と
な
る
実
態
で
す
。
ま
た
、
自
己
申
告
書
に
よ
る
意
見
等
に

つ
て
は
反
映
さ
れ
ず
に
来
ま
し
た
。
一
括
和
解
で
の
実
効
性
が

感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
後
も
機
会
あ
る
ご
と
に
、
不
公
平
感
を

是
正
さ
せ
る
取
り
組
み
の
強
化
を
要
請
し
ま
す
。

鈴
木

栄
委
員
（
平
一
）

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
。
福
島
原
発
事
故

が
収
束
せ
ず
、
放
射
線
に
対
す
る
不

安
は
解
消
さ
れ
な
い
中
で
、
広
野
駅

ま
で
運
転
が
再
開
さ
れ
た
が
、
未
だ

空
間
放
射
線
量
は
高
い
レ
ベ
ル
を
計

測
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
避
難
区
域

が
解
除
さ
れ
る
に
つ
れ
運
転
区
間
が

延
長
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
安

心
で
き
る
環
境
（
除
染
）
整
備
を
図
る
よ
う
交
渉
の
強
化
を
要

請
し
ま
す
。
ま
た
、
運
転
再
開
あ
た
っ
て
は
、
放
射
線
量
に
つ

い
て
の
実
態
調
査
を
し
っ
か
り
行
な
う
よ
う
会
社
へ
求
め
て
頂

き
た
い
。
２
０
１
２
年
３
月
ダ
イ
ヤ
「
改
正
」
は
、
水
戸
及
び

い
わ
き
運
輸
区
が
要
員
減
と
な
り
、
今
後
は
ダ
イ
ヤ
「
改
正
」

毎
に
、
勝
田
・
土
浦
運
輸
区
が
要
員
増
と
な
る
傾
向
に
あ
る
の

か
実
態
が
分
か
れ
ば
教
え
て
欲
し
い
。

大
賀
泰
男
委
員
（
水
戸
一
）

操
車
業
務
の
取
扱
い
に
つ
て

業
務
外
注
化
の
流
れ
に
逆
行
す
る

形
と
し
て
、
８
年
前
に
貨
物
会
社
と

の
受
委
託
解
消
で
操
車
業
務
、
入
換

作
業
が
貨
物
会
社
へ
委
託
さ
れ
た
。

貨
物
会
社
は
福
島
臨
海
へ
委
託
し
そ

の
後
、
福
島
臨
海
は
３
月
末
で
撤
退

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
急
き
ょ
４
月

か
ら
、
水
戸
輸
送
室
が
業
務
を
引
き

継
ぎ
と
の
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
時
間
等
の
余
裕
も
な
い

中
で
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
休
み
で
「
入
換
作

業
を
見
に
来
る
」
な
ど
不
安
の
声
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

組
織
対
策
委
員
会
を
分
会
に
設
置
は
し
た
が
、
具
体
的
に
は

進
ん
で
い
な
い
。
４
月
４
日
に
全
体
集
会
を
開
催
し
意
思
統
一

の
場
と
し
た
い
。
最
後
に
、
職
能
別
協
議
会
の
あ
り
方
は
現
行

通
り
で
運
営
さ
れ
た
い
。

坂
下

司
委
員
（
土
浦
）

第
24
回
分
会
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
大
会
で
の
発
言
か
ら
、
①
福
島

原
発
事
故
で
土
浦
に
異
動
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
二
重
生
活
を
強
い
ら
れ
帰

省
す
る
度
に
交
通
費
が
増
す
。
国
・

東
電
・
会
社
へ
補
償
を
求
め
る
べ
き

で
あ
る
。
職
場
で
は
、
設
備
メ
ン
テ

実
施
後
の
技
術
継
承
の
問
題
、
検
修

外
注
化
が
提
案
さ
れ
が
委
託
先
の
諸

問
題
が
見
え
て
こ
な
い
。
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
か
ら
は
、
働
く
環

境
が
違
う
な
か
で
制
度
が
２
０
１
３
年
度
で
終
了
す
る
。
今
後

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
不
安
で
あ
る
。
昇
進
・
昇
格
試
験
制
度

で
、
助
役
試
験
に
合
格
す
る
人
も
出
て
来
て
い
る
が
疑
問
を
感

じ
て
い
る
。
最
後
に
組
織
拡
大
で
す
が
、
新
規
採
用
者
と
の
交

流
を
深
め
て
い
る
。
分
会
は
駅
班
を
中
心
に
行
動
を
具
体
化
し
、

分
会
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
を
決
意
し
て
い
ま
す
。
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酒
井
公
男
委
員
（
平
二
）

分
会
大
会
で
出
さ
れ
た
意
見
等
を

報
告
し
委
員
会
に
臨
み
ま
す
。
原
発

事
故
が
収
束
せ
ず
、
不
安
を
持
ち
な

が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。
原
発
か
ら

20
㌔
圏
内
に
調
査
す
る
動
き
も
出
て

い
ま
す
。
除
染
対
策
室
が
支
社
に
設

置
さ
れ
、
し
っ
か
り
と
し
た
対
策
を

取
る
よ
う
要
請
し
て
欲
し
い
。
原
ノ

町
〜
相
馬
間
が
12
月
に
運
転
再
開
し
、

４
名
体
制
で
実
施
。
検
査
等
で
要
員
不
足
が
発
生
し
、
い
わ
き

保
技
セ
か
ら
支
援
体
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。
水
戸
及
び
土
浦
方

面
へ
異
動
し
た
仲
間
を
戻
し
要
員
確
保
を
し
て
は
と
考
え
ま
す
。

交
運
共
済
事
業
は
組
合
員
に
対
し
フ
ォ
ロ
ー
を
強
化
し
て
貰
い

た
い
。
最
後
に
組
織
拡
大
に
つ
い
て
触
れ
、
昨
年
と
は
違
っ
た

取
り
組
み
を
図
れ
る
よ
う
執
行
委
員
会
で
議
論
し
て
い
ま
す
。

稲
川
博
紀
委
員
（
友
部
）

第
22
回
分
会
大
会
を
２
月
４
日
に

開
催
し
、
３
・
１
１
大
震
災
以
降
も

分
会
機
能
を
維
持
し
執
行
委
員
会
等

を
定
例
化
し
運
動
を
作
っ
て
来
ま
し

た
。
新
採
対
策
は
分
会
全
体
で
取
り

組
む
こ
と
で
意
識
を
高
め
合
い
、
多

く
の
組
合
員
が
関
わ
り
を
持
つ
よ
う

に
と
意
思
統
一
を
図
り
ま
し
た
。
ま

た
、
震
災
以
降
の
問
題
点
に
つ
い
て

は
、
職
協
等
を
通
じ
検
証
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
分
会
体
制
が
確
立
し
レ
ク
リ
ェ
シ
ョ
ン
等
で
交
流
を
深
め
、

機
関
紙
は
既
に
３
号
ま
で
発
行
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
課
題
と

し
て
は
、
班
集
会
が
開
催
で
き
て
い
な
い
班
へ
の
指
導
と
援
助

で
す
。
多
く
の
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
引
き
続
き
奮
闘
し

て
ま
い
り
ま
す
。

門
馬
正
行
委
員
（
日
立
）

分
会
の
実
態
を
報
告
し
討
論
に
参

加
し
ま
す
。
新
執
行
部
が
確
立
し
ま

し
た
。
分
会
は
出
来
る
事
か
ら
始
め

よ
う
と
、
執
行
委
員
会
や
分
会
集
会

等
を
通
し
組
合
員
間
の
交
流
を
図
っ

て
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
保
線
班

の
組
合
員
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
と
出
向
者

の
組
合
員
が
一
緒
に
運
動
を
作
り
交

流
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駅
連

班
で
は
「
も
し
も
し
券
売
機
」
が
廃
止
さ
れ
、
新
型
券
売
機

（
Ｍ
Ｖ
30
型
）
が
導
入
さ
れ
た
が
、
問
題
点
の
集
約
が
全
体
の

物
に
な
ら
ず
苦
労
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
日
常
業
務
の
中
で

問
題
点
が
見
え
難
く
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
分
会
は
、

地
本
を
通
し
な
が
ら
問
題
点
を
会
社
へ
出
し
、
少
し
で
も
良
い

方
向
へ
と
改
善
す
る
よ
う
奮
闘
し
て
行
き
ま
す
。

木
田
郁
夫
委
員
（
水
戸
二
）

人
事
・
賃
金
制
度
は
、
社
員
間
の

競
争
と
人
件
費
の
抑
制
、
管
理
者
に

よ
る
裁
量
権
の
拡
大
が
主
た
る
狙
い

で
す
。
国
労
以
外
は
先
行
妥
結
し
た

が
、
国
労
は
こ
の
間
の
運
動
（
一
括

和
解
の
経
過
及
び
趣
旨
）
を
会
社
側

に
認
め
さ
せ
妥
結
を
図
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
各
職
場
で
公
平
・
公
正
な

運
用
を
求
め
る
取
り
組
み
が
重
要
で
、

運
動
の
強
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

原
ノ
町
〜
相
馬
間
で
運
転
再
開
し
た
が
、
電
気
関
係
の
拠
点

職
場
を
持
た
ず
、
い
わ
き
メ
セ
か
ら
の
対
応
で
時
間
の
ロ
ス
。

放
射
線
対
策
は
会
社
独
自
で
も
の
指
針
を
示
す
べ
き
。
機
械
設

備
部
業
務
の
一
部
見
直
し
は
、
支
社
内
に
業
務
が
新
設
予
定
だ
。

分
会
機
能
は
ど
の
様
に
し
て
行
く
の
か
示
し
て
欲
し
い
。

永
山

徹
委
員
（
水
戸
二
）

昨
年
12
月
、
分
会
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
多
く
の

組
合
員
が
大
変
な
思
い
で
生
活
・
仕

事
を
続
け
今
日
ま
で
や
っ
て
来
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
原
発

事
故
に
よ
る
放
射
線
問
題
は
、
安
心

で
き
る
環
境
を
国
や
会
社
へ
求
め
て

欲
し
い
と
の
意
見
が
集
中
し
ま
し
た
。

ま
た
、
原
発
事
故
で
、
転
勤
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
組
合
員
の
フ
ォ
ロ
ー
を
全
体
で
カ
バ
ー
す
る

必
要
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

組
織
対
策
は
分
会
と
し
て
、
毎
年
の
よ
う
に
新
規
採
用
者
に

対
し
、
色
々
な
面
で
関
わ
り
を
持
ち
加
入
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
未
だ
成
果
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
年
は
加
入
出
来
る
よ
う

今
か
ら
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

阿
部
義
治
委
員
（
勝
田
）

職
場
の
状
況
で
す
が
、
２
０
１
２

年
ダ
イ
ヤ
「
改
正
」
に
伴
い
、
Ｅ
６

５
７
系
新
型
特
急
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

10
両
編
成
と
な
り
以
前
よ
り
自
由
席

が
減
少
、
サ
ビ
ー
ス
低
下
に
繋
が
る

の
で
は
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
当
然
、

業
務
分
担
も
変
わ
り
労
働
条
件
が
低

下
す
る
声
も
出
て
い
ま
す
。

検
修
外
注
化
が
提
案
さ
れ
２
年
以

上
が
経
過
し
ま
す
。
ま
っ
た
く
状
況
が
見
え
な
い
実
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。
国
労
は
安
全
面
等
を
考
慮
し
た
と
き
に
、
認
め
る

こ
と
は
出
来
ず
断
固
反
対
で
す
。

東
日
本
本
部
規
約
改
正
は
、
職
能
別
協
議
会
の
あ
り
方
に
つ

い
て
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
車
掌
分
科
と
営
業
分
科
で
の
交
流

等
も
あ
り
、
現
在
の
組
織
形
態
を
維
持
し
て
欲
し
い
。


